




要約：長年にわたる疫学的調査や生理学的研究も含めた膨大な研究にも関わらず乳幼児突

然死症候群(SIDS)の病因は明確にされていないが、臨床徴候として呼吸停止が心停止に先

行する病態が中心である点では一致している。そこで我々は、1)SIDS 高リスク群の同定、

2)そして高リスク群での在宅呼吸モニター(無呼吸モニター)の実施、3)無呼吸検出時の救

急蘇生対策の教育、が完全に実施されれば SIDSによる死亡が予防できるとの仮説の下に、

特に在宅呼吸モニターの確立を中心に研究を行った。


